
 

 

 

コロナ禍から２年以上が経過しましたが、交通運輸産業は未だに危機的状況から脱し切れておらず、 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ九州労組は、7 月 6 日に行われた第 31 回定期大会で、ＪＲ連合の目標に基づいたうえで、「ＪＲ

九州労組第４次女性活躍推進行動目標」を策定しました。期間は 2022年度より３ヵ年です。 

今年度より、この目標に基づいて取り組みを進め、JR 九州で働くすべての職種、すべての年齢層の

女性が、安心して活き活きと仕事に精励できる環境を目指します。 

 

ＪＲ九州労組第４次女性活躍推進行動目標 

 

◆あるべき姿 

１． ディーセント・ワーク（働きがいのある人間らしい仕事）の実現と女性活躍の推進 

２． ワーク・ライフ・バランスの実現 

３． 多様な仲間の結集と男女平等参画を通じた労働運動の活性化 

 

◆具体的な目標 

１． 執行委員会における女性役員比率について 【対象：支部・地本】 

   ステップ① 2023 年までに女性執行委員ゼロの支部・地本をなくす。 

（女性組合員数が組織の 10％未満の支部・地本は、特別執行委員としての選出も可とする。） 

ステップ② 2025年までに支部・地本の組合員比率に応じた女性役員を選出する。 

 

２． 定期大会と定期委員会における女性参画率について 【対象：本部・支部・地本】 

ステップ① 2023 年の定期大会で、女性の大会代議員、並びに委員会委員を選出する。 

ステップ② 2024年以降の定期大会・定期委員会で、地本・支部の組合員比率に応じた女性の 

参画機会（大会代議員・委員会委員・特別 代議員・特別委員会委員・傍聴）を確保する。 

 

３． 男女平等参画（ジェンダー平等）推進に関する取り組み 【対象：本部・支部・地本】 

取り組み① 「点検表（中央本部作成）」を用いて活動スタイルを点検し、必要に応じて見直しを図る。 

取り組み② 連合や本部が主催する男女平等参画（ジェンダー平等）推進に関する取り組みに参画する。 
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第４次女性活躍推進行動目標を設定 
JR 九州で働くすべての女性が 

安心して働き続けられる環境を 

女性の声を JR 九州労組の運動に反映させていこう！ 


